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　　　　　　　　　　　　 清酒 酵 母 の 胞 子形成 に 関す る 研 究

　201　　　　　　　　　　　　　　　　　（月桂 冠　　（株 ）　総 合句ピSE距iD　　　水 漏髪i諺「義

　 清酒 に 限 らず 発 酵 飲料 の 醸造に 重要 な役割 を担 う酵 母の 優れ た 菌株 を 育種す る に は、

酵 母 の 持 つ 醸 造 特性 に 関す る多 くの 特徴 を遺伝 レ ベ ル で 明 らか に し、そ れ らを 有効 に紅

み合 わ せ る こ と が重 要 で あ る 。 しか しな が ら 、 清酒 酵 母の よ うな 実 川 1倍 体菌 株 は 、　
一

般的 に 胞 子 形成率お よ び 胞 子 の 生 存率 が 極 めて 低 く、
一

倍体 を解 析 す る こ とに よ り ti“re

とな る 上 記 の 育極計 画 の 遂行 は 甚 だ 困難 な状況 に あ る 。

　 我 々 は 、清酒 酵 母 の こ の よ うな胞 子 形 成欠損の 主 閃 を 代謝 不 均衡で あ る と と らえ 、胞

子 形 成 固 有の プ ロ セ ス を解析 で き る実験 系の 囲発 、胞 子 形成促進 フ ァ ク タ
…

の 検露、清

酒 酵 母の 表 現型 と胞 子 形成 の 関 係 に つ い て 検討を 行 い 、実川 的 に ほ ば満 足 で き る 方法 を

開 発 で き た の で 、以 下に 得 られ た成 果 を要 約 す る。

栄 養 培 地 に お け る胞 子 形成 （新規 な胞子 形 成 系の 開発 ）

　 栄養培地 上 で 野 生 型 二 倍体 酵 母 の 胞 子 形戒 を誘 導 出来 る 物 質 を検 嚢 し た 結 果 、リジ ン 、

2 一ア ミ ノ ア ジ ピ ン 酸、UMI） な どが 見 い だ され た 。 リジ ン を 添加 した 栄養 塘地 で は 胞 野形

成率 は 30％以 上 に 達 し 、 従来用 い られ て きた胞 子 形 成培地 に 含 ま れ る 酢酸 カ リや 飢 餓 と い

う栄養 条 件 は 胞 子形 成 に 必須 で は ない こ と が 示 唆 され た 。 ま た こ の 系 で は 減数 分 裂 闘 姶

遺伝子 （IMEI） が高発現 しな い こ とや 、胞子 形 成 に 伴 い 14K の 蛋 白が 増加 す る こ とが明

らか に な り 、 今 後 胞 子形 成 を解 析 す る 上 で 有 効 な実験 系 に な る と思 わ れ る 。

清 酒 酵 母 の 胞 子 形 成 に 関 与 す る 重 要 なフ ァ ク ター

　 胞 子 形成 時 に お け る培 地 お よ び 菌体 内 カ チ オ ン の 挙動 を調 査 し た 結果 、酵 母 が減 数 分

裂 ・胞 子 形 成 す るた めに は 、胞 子形 成 培 地 中 に
一

定濃 度 （65nM ） 以 上 の カ ル シ ウム が 存

在 す る事 が 必 須 で あ り、酵 母 は 胞 子 形 成時 に 培地 中の カ ル シ ウ ム を選 択 的 に 取 り込 む こ

とを示 した 。 また 、 グル タ チ オ ン の 生 合成 系が 正常 に機能す る こ とが 必 須 で あ る こ と を

gshl ／加 加 二 倍体を 用 い て 明 らか に し た。グル タチ オ ン は 清酒 酵 母 の 胞 子形 成 率 をイf意に

増 加 させ た が、こ の 促進 効 果 は 2〜3 胞 子 子 嚢形成 の 促 進に 止 瑛 り 、 4 胞 子 子嚢 の 形 成 に

は至 らな か っ た 。 こ の 促進 効果は 、 協会清酒 酵 母の 胞 子形 戒 欠損 が い わ ゆ る胞 子 形戒 遺

伝 子 の 欠 落 に よ る もの で は な く、何 らか の 代射 的不 均衡 に よる こ と を示 il菱す る 1，

清 酒 酵 母 の 胞 子 形 成 率 を改善 す る有 効 な 方 法 の 開発

　 清 酒 醪 の 酵 母 純度 の 検 定に用 い られ て い た 協会清酒酵 母特有の 表現型 （エ チ オ ニ ン 耐

性 ・S一ア デ ノ シ ル メ チ オ ニ ン 高生 産性 ・構成型酸性ホ ス フ ァ タ
ーゼ 活性欠損 ・高温 下 で

β
一

ア ラ ニ ン 非利 用性）と胞子 形成 能 の 関連 を調査 した とこ ろ 、 以 下の 結果が 得 られ た 。

（i） 野 生型 工 倍 体 酵 母 よ り分 離 した エ チ オ ニ ン 耐性 変異 株 は 胞 子 形 成 に 欠 陥 を 有 し 、ま

た 、 エ チ オ ニ ン 耐性 以 外 の 表 現型 も清酒 酵 母 特 有の タ イ ブ に 変化 した 。

（ii） 協会 7 号 酵 母よ り分 離 し た エ チ オ ニ ン 感 受 性 変 異 株 は 胞 子 形 成 率 が 顕 博に 改 溌 さ

れ 、4 胞 子 形 成率 は 70％以 上 に 達 し、胞 子 の 生 存 率 も約 25％と改 善 され た 、，ま た 、同 ll斜 こ

エ チ オ ニ ン 感 受性 以 外 の 表 現 型 も野 生 型 酵 母 の タ イ プ に復 帰 した 。

　 こ の 結果 は 、清酒 酵 母 特 有 の 表 現型 を 示 す 遺伝 背 景が 胞 子 形 成 に 関 与 す る こ と を 示 し．

て お り、代 謝 不 均衡 に よ る 胞 子 形 成 欠損 と も関連 す る と考 え られ 、 こ れ らは 今 後 解 明 す

べ き課 題 で あ る が 、 こ の よ うに し て 分離 され た エ チ オ ニ ン 感 受 性 株 は 、 清酒 酵 母 の 醸 造

特 性 の 解析や 優 良酵 母 育種 の 元 株 と して 応用 が 期待 さ れ る 。
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